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蔵訳『阿闍世王経』第Ⅲ章前半部分訳注研究
宮　崎　展　昌
はじめに
　本稿は、先年来公表してきた蔵訳『阿闍世王経』の訳注研究（第Ⅱ章：拙稿
［₂₀₁₇］、第Ⅳ章：拙稿［₂₀₁₈a］、第Ⅺ章前半：拙稿［₂₀₁₈b］）に連なるものであり、
同経第Ⅲ章前半部分について扱う
1
。これまで同様、同経の現存する蔵訳の暫定
的な批判校訂本にもとづく訳注研究である。
　本稿で扱う第Ⅲ章については、〈阿闍世王経〉（*Ａʲāｔａśａｔｒｕｋａｕｋṛｔｙａ(ｐｒａｔｉ︲)
ｖｉｎｏｄａｎａ）の主要部分である第Ⅴ章から第Ⅹ章より前の部分、いわゆる「序分」
の一部に相当する
2
。第Ⅲ章にみられる、同経の他の部分とは明確な差異として、
同章に相当する独立単行経典の失訳『放鉢経』（T. No. ₆₂₉）が伝存する点が挙げ
られる。この独立単行経典は漢訳経典の１種類しか現存しないものの、鳩摩羅
什訳『大智度論』では『放鉢経』の名のもとに引用される用例も数例確認され
3
、
単行経典として実際に流布していた様が窺える。
　そのような独立単行経典の『放鉢経』が現存することにより、それに相当す
１ 既発の訳注研究でも注記したように、訳者は現在〈阿闍世王経〉全体にわたる蔵訳
の批判校訂本とそれにもとづく訳注研究および諸訳対照本の公表にむけて準備してい
る。それに先行して、同経各部分について、蔵訳からの訳注研究を試みに提示し、諸
先学の御批正を仰ぎたい。
２ 〈阿闍世王経〉全体の構成・梗概については、拙著［₂₀₁₂：₃₂ff］参照のこと。章分
けについては、拙著［₂₀₁₂］や前稿同様、竺法護訳『普超三昧経』にみられる分品を
借用する。一方、支讖訳『阿闍世王経』を現代語訳した定方［₁₉₈₉］では、章は設け
ずに、定方氏による独自の分節がなされている。本稿で扱う第Ⅳ章は同書では第₁₁節
に相当する。
３ 拙著［₂₀₁₂：₂₁‒₂₂］参照。なお、そこでも触れたように、『大智度論』での引用文
は現存する漢訳『放鉢経』とも異なり、同経や〈阿闍世王経〉諸本とも一致しない文
言も含むことが確認されている。
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る〈阿闍世王経〉第Ⅲ章にまつわる編纂事情としては、元来は独立していた典
籍あるいは素材が〈阿闍世王経〉の一部に取り込まれたものと推測することが
できる。ちなみに『放鉢経』には、〈阿闍世王経〉第Ⅲ章にはみられない、サハ
ー（娑婆）世界に関する比較的長い独自の記述（T. No. ₆₂₉ ₁₅．₄₅₀a₁₃‒b₂₅）などを
含むことから、〈阿闍世王経〉第Ⅲ章と『放鉢経』の間ではもともとは素材が共
有されていたのもの、独自の伝承過程を経た『放鉢経』では新たな記述が付加
され、現在のかたちになったとみることができる。
　独立単行経典の『放鉢経』という経題、また、竺法護訳での「放鉢品」とい
うタイトルからもわかるように、〈阿闍世王経〉第Ⅲ章では、釈尊によって放り
投げられ、下方の他仏国土にまで落ちていった鉢をめぐって、三昧に入った文
殊がその鉢を取ってくる様が描かれる。さらに、その文殊と関連して、釈尊と
文殊の前生譚が説かれるというのが梗概になっている。本稿で扱うのは、文殊
の右手が、鉢が落ちていった下方世界に到達する様が描かれる第₁₁節までであ
る。なお、第₁₂節以降の部分についても近く訳注研究を公表できるように準備
を進めている。
　ちなみに、本稿で扱う〈阿闍世王経〉第Ⅲ章については、Harrison［₂₀₀₄］
として、蔵訳からの堅実な英訳が既に公表されている。ただし、同書では一般
向け書籍という性格からか注が省かれ、本稿において注釈付きの和訳研究を公
表する意義は一定程度確保できるものと信じる。
訳注の方針
　本稿でもこれまでの方針を基本的に踏襲するが、便宜上ここでも再掲してお
く。
　前稿同様、本稿でも〈阿闍世王経〉の蔵訳テキストからの現代語訳を提示す
る。依拠する蔵訳テキストは筆者が現在準備を進めている、暫定的な批判校訂
本とし
4
、用いた蔵訳資料の間に重大な異読がみられた場合は注記する。言うま
でもなく、同経の蔵訳テキストは翻訳文献であるので、そのもとになったであ
ろうサンスクリット語文を可能な限り想定することを試みる。以下、その他の
４ 現時点では、後出の略号表に掲げる₁₆種の資料を用いて、蔵訳〈阿闍世王経〉の批
判校訂本を準備している。校訂本の作成にあたっては便宜的にロンドン写本カンギュ
ルを底本とする。
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点について箇条書きで記す。
・  〔分節〕訳者の判断にもとづいて、前後で話題や場面が切り替わるとみ
られる箇所で節に区切り、適当な見出しを付ける。
・  〔想定梵語〕原則的にアステリスクを付して記す。ただし、紙数の関係
から、単語レヴェルのものは訳文中の括弧内に想定サンスクリット語
を記すのみとし、その典拠は割愛する。漢訳諸本における、相当する
漢訳語も併記したほうがよい場合などはその典拠もあわせて注記する。
・  〔固有名〕紙数の関係から、本稿では想定梵語からのカタカナ表記は初
出時に示すのみとし、繰り返される場合は相当する漢訳語を借用する
か一般に知られる漢訳の固有名を用いることにする。
・  相当する現存漢訳諸本、特に支讖訳および竺法護訳と蔵訳との間に注
目すべき異同が見られる場合は重点的に注記する。早くとも９世紀頃
に成立した蔵訳本に比べてかなり古く、系統を異にするとみられる上
記両漢訳は、同経のより古い姿を探る上で貴重であり、それらの異同
を詳細に調査し、記すことは極めて重要である。
略号および使用テキスト
Divy  Ｔʰｅ　 Ｄｉｖｙāｖａｄāｎａ：　 Ａ　 Ｃｏˡˡｅｃｔｉｏｎ　 ｏｆ　 Ｅａｒˡｙ　 ʙｕｄｄʰｉｓｔ　 ʟｅɡｅｎｄｓ, 
E. B. Cowell & R. A. Neil eds., ₁₈₈₆. (Reprint：Amsterdam, ₁₉₇₀)
DKP  Ｄｒｕⅿａ︲ｋｉｎｎａｒａ︲ｒāʲａ︲ｐａｒｉｐṛｃｃʰā︲ｓūｔｒａ：　 Ａ　 Ｃｒｉｔｉｃａˡ　 Ｅｄｉｔｉｏｎ　 ｏｆ　 ｔʰｅ　
Ｔｉｂｅｔａｎ　Ｔｅｘｔ　(ʀｅｃｅｎｓｉｏｎ　Ａ)　ʙａｓｅｄ　ｏｎ　Ｅｉɡʰｔ　Ｅｄｉｔｉｏｎｓ　ｏｆ　ｔʰｅ　Ｋａｎʲｕｒ　
ａｎｄ　ｔʰｅ　Ｄｕｎʰｕａｎɡ　Ｍａｎｕｓｃｒｉｐｔ　Ｆｒａɡⅿｅｎｔ, Paul Harrison, ed., ₁₉₉₂.
Gv ɢａṇḍʰａｖｙūʰａ, P. L. Vaidya ed., ₁₉₆₀.
LCTSD  Lokesh Chandra ed., Ｔｉｂｅｔａｎ︲Ｓａｎｓｋｒｉｔ　 Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ, ₁₉₅₉‒₁₉₆₁ 
(Reprint：Kyoto, ₁₉₇₆)
MVy  Ｍａʰāｖｙｕｔｐａｔｔｉ, 榊亮三郎編著『梵蔵漢和四譯對校飜譯名義大集』
₁₉₁₆‒₁₉₂₅.（Reprint：国書刊行会、₁₉₈₁）
PvP  Ｐａñｃａｖｉṃśａｔｉśａｔａｓāʰａｓｒｉｋā　 Ｐｒａʲñāｐāｒａⅿｉｔā, Nalinaksha Dutt ed., 
₁₉₃₄. (Reprint：Calcutta, ₂₀₀₀)
Skt.fr. Harrison and Hartmann [₂₀₀₀]
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SP Ｓａｄｄʰａｒⅿａｐｕṇḍａｒīｋａ, Kern, H & Bunyiu Nanjio eds., ₁₉₁₂.
T. 大正新修大蔵経
VkN  Ｖｉⅿａˡａｋīｒｔｉｎｉｒｄｅśａ, 大正大学綜合仏教研究所梵語仏典研究会編『梵
文維摩経—ポタラ宮所蔵写本に基づく校訂』大正大学出版会、₂₀₀₆
蔵訳〈阿闍世王経〉諸本
5
A タボ（Tabo）寺写本  No. ₁．₄．₁₅．₁ (Running No. ₂₆); Ke ₃₂, ₄₅, 
₄₇, ₅₀‒₅₁, ₅₃, ₆₁, ₆₁‒₇₅, ₇₇‒₇₉b₂.
B ベルリン写本  No. ₂₂₄: mdo sde, Tsha ₂₇₅b₅‒₃₄₃a₂.
Ba バスゴ（Basgo）写本  No. ₄₉．₂: Mdo, Nga ₇₆a₂‒₁₆₀b₄.
Bth バタン（Bathang）写本  No. ₅₇: Pa ₁₅₀a₆‒₁₉₉b₁.
D デルゲ版  No. ₂₁₆: mdo sde, Tsha ₂₁₁b₂‒₂₆₈b₇.
G ゴーンドラ（Gondhla）写本  No. ₂₆,₀₁: Ka₁b‒₅₁a₅.
He ヘーミス（Hemis）写本（Ⅰ）  No. ₄₈．₁: mdo, Nga ₁₃₃‒₁₅₇a₆.（第Ⅹ章の途
中より）
Hi ヘーミス（Hemis）写本（Ⅱ）  mdo, Nga ₇₇‒₈₁, ₉₁‒₉₂, ₉₅, ₁₀₀, ₁₁₄‒₁₁₈, 
₁₄₈‒₁₅₂a₁.
J ジャンサタン（リタン）版  No. ₁₅₉: mdo sde, Tsha ₂₃₄b₂‒₂₉₅a₆.
L ロンドン写本  No. ₁₆₆: mdo sde, Za ₂₇₃a₇‒₃₅₄a₆.
N ナルタン版  No. ₂₀₁: mdo sde, Ma ₃₃₉a₄‒₄₂₇b₆.
P 大谷北京版  No. ₈₈₂: mdo sna tshogs, Tsu ₂₂₀a₅‒₂₈₁a₅.
Ph プクタク（Phug brag）写本  No. ₂₈₉: mdo sde, Ke ₁b₁‒₈₅b₃.
S トク宮（Stog Palace）写本  No. ₂₂₃: mdo sde, Za ₂₆₆b₇‒₃₅₁a₇.
T 東京写本  No. ₂₂₃: mdo sde, Za ₂₄₇a₈‒₃₂₁a₈.
U ウランバートル写本  No. ₂₇₂: mdo sde, Za ₂₃₇b₄‒₃₁₂b₈.
５ チベット大蔵経カンギュル諸本の〈阿闍世王経〉の情報については、ウィーン大学
Department of South Asian, Tibetan and Buddhist Studies に置かれたプロジェクト
The Tibetan Manuscripts Project Vienna (TMPV)が作成したデータベース The 
Resources for Kanjur & Tanjur Studies (rKTs; https://www.istb.univie.ac.at/kanjur/
rktsneu/sub/index.php：₂₀₁₈年８月₂₈日確認) を利用した。
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〈阿闍世王経〉漢訳諸本
 【讖】 支婁迦讖訳『阿闍世王経』（大正新修大蔵経 No. ₆₂₆）
 【護】 竺法護訳『普超三昧経』（大正新修大蔵経 No. ₆₂₇）
 【天】 法天訳『未曾有正法経』（大正新修大蔵経 No. ₆₂₈）
 【放】 失訳『放鉢経』（大正新修大蔵経 No. ₆₂₉）
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【蔵訳『阿闍世王経』第Ⅲ章前半部分訳注】
第Ⅲ章　鉢をめぐる奇蹟と文殊・釈尊の前生
6
§1　退転しそうな二百の天子たち
7
　その会座のうち、過去の行をそなえた天子で、さとりへの心を失った
8
二百の
〔天子ら
9
〕は次のように考えた。すなわち、
 「仏の法もまたそのように無量であり、菩薩の学ぶべきこともまたそのよ
うに実に習得しがたく、無上正等覚もまたそのように成し遂げがたいもの
であるならば、私たちはこの学ぶべきことを習得することはできないので、
私たちは声聞乗あるいは独覚乗によって般涅槃すべきである」
６ 【護】「挙鉢品第三」、定方［₁₉₈₉：₄₅］「第８節　仏鉢の奇跡」なお、【放】では、経
典の冒頭部分（T. No. ₆₂₉ ₁₅．₄₄₉a₂₇‒b₃）において、舎衛城の祇園精舎において、仏
が菩薩や比丘・比丘尼、優婆塞・優婆夷に対し、菩薩法は、地獄や畜生道、餓鬼道に
おける辛い苦しみ（勤苦）を耐え、財産のみならず「妻子、頭目、肌肉」といったも
のまでも惜しまずに布施することを説く様が描かれる。そして、それらを聞いた「忉
利天上二百天子」が退転しそうになるという展開になっている。ちなみに、〈阿闍世王
経〉諸本では釈尊の会座は王舎城の近くという設定になっている。
７ 本経の第Ⅲ章同様、無上正等覚は得難いから声聞あるいは辟支仏になろうとする
「退転しそうな二百の天子」が登場する大乗経典として、〈首楞厳三昧經〉（T. No. ₆₄₂ 
₁₅．₆₄₂a₂₆ff; D No. ₁₃₂ mdo sde, Da ₃₀₀b₆ff）を挙げることができる。同経では、首
楞厳三昧のもたらす不可思議なる功徳のひとつとして、文殊が過去世に辟支仏として
涅槃に入ることを繰り返していたことが明かされる。また、阿羅漢や辟支仏は首楞厳
三昧に堪えられる「器」ではないことなどが示され、最終的には、退転しそうな二百
の天子は再び無上正等覚へと発心する。両経の間で、無上正等覚を獲得することを諦
めて、声聞あるいは辟支仏へと「退転しそうな二百の天子」が、最終的には改心して、
再び無上正等覚へと発心するという枠組みが共通する。その他の共通点としては、文
殊の前生譚が説かれることが挙げられるが、その内容は大きく異なる。
８ 蔵訳では明白に「さとりへの心を失った（ｂｙａｎɡ　ｃʰｕｂ　ｋｙｉ　ｓｅⅿｓ　ｒａｂ　ｔｕ　ｓｔｏｒ　ｂａ）」
とされているが、【天】をのぞいた諸漢訳には下記のように「堅固ではない」という文
言が確認できる。
 　　　　【讖】「未堅固皆欲墮落」【護】「志不堅固」【放】「未堅」
 　なお、【護】では「忘道意」という蔵訳と近い文言も見られる。
９ 【護】では「天子千二百人」とし、【天】では「忉利天上二百天子」と造る。
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と考えた。
§2　世尊によって化作された長者と供物の献上
　そこで、彼ら天子たちの心の妄分別は、世尊の御
みこころ
心によって知られ、
 「あぁ、この天子たちは無上正等覚を悟る分をそなえている
10
」
と考えて、彼ら天子たちの教化のために、会座の外に、あるひとりの家長
（*gṛhapati）を化作すると、その家長は百の味をそなえた食物で満たされた鉢
（*pātra）を右手に携えていた。
　そこで、その家長は世尊のところへやって来て、世尊の足へ頭でもって敬礼
して、食物で満たされたその〔鉢〕を世尊に献上すると、
 「世尊よ、私を憐れんで（*anukampām upādāya）、この供物をお召し上がり
ください」
とそのように言うと、世尊は食物で満たされたその鉢を受け取られた。
§3　舎利弗の疑念
　そこで、文殊師利法王子
11
は座より立って、上衣を一方の肩にかける（＝偏袒右
肩）と（*ekāṃsam uttarasaṃgaṃ kṛtvā）、合掌して、世尊に対して次のように申
し述べた。
 「世尊よ、この供物より私へと下賜せずにお召し上がりになるならば、世
尊よ、〔あなたは〕恩義を知るもの（*kṛtajña）でなくなってしまうでしょ
う
12
」
₁₀ 先の注８と関連するように、蔵訳では上記のような心中の言葉になっているが、諸
漢訳のうち、【讖】と【護】では前節の内容を受けて「天子たちが退転しそうなってい
る」と釈尊が考えるという記述になっているが、【天】では天子たちに直接「退転して
はいけない」と語りかける記述になっている。【放】では単に天子たちが退転しそうな
っているのを知るとする。
₁₁ 文殊とともに用いられる kumārabhūta という称号については、拙稿［₂₀₁₇：₈₃，注
８］参照のこと。前稿同様、便宜的に「法王子」と訳出する。
₁₂ この箇所についても蔵訳と諸漢訳との差異が大きいので、以下に漢訳諸本を掲げて
現代語訳を試みる。
 　　【讖】 「雖食，当念故恩」（たとえ〔世尊は供物を〕食したしても、かつての恩を思
い出すべきである（思い出すであろう））
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　そこで、長老舎利弗は次のように考えた。
 「あぁ、文殊師利法王子は、かつて、世尊に対してどのような恩恵を与え
たならば、それゆえに、〔世尊を〕恩義知らずのものとして非難するのか
13
」
 　　【護】 「今食盛饍当念故恩。吾誠信聞。大聖雖食而不以法恵及於鄙，惟宜加施以法
相恵剋復往意」（今〔世尊が〕もられた供物を食べるならば、かつての恩を
思い出すべきである。私は誠実に信じ聞きます。大聖よ、〔施食を〕食した
としても、法で貧しいものに恵むことをしない。法でもって施しを加え、
お互いに恵みあい、意を向けることを回復するべきである）
 　　【天】 「世尊！仏所受食無有限量，応遍法界，而無所著。無施者無受者，皆平等如
法受食」（世尊よ、仏が受けたところの食事は限りがなく、法界を遍満する
ことができても、執着されるものない。施すものなく、受けるものもなく、
すべて平等であり、法のとおり食事を受け取る）
 　　【放】「常念故恩」（常に昔の恩を思う〔べし〕）
 　 【讖】と【放】は類似し、かなり簡潔なかたちを示す。【護】も「吾誠信聞」より前
は【讖】および【放】に対応するものの、それ以降の下線部は他訳とは対応せず、や
や難解な文言が確認できる。それらは訳者によって付加された補足的な説明と推測で
きる。一方、【天】はいずれの他本とも対応しない。いずれにしても、上記蔵訳のよう
な言い回しは漢訳諸本には見られず、特有のものである。
₁₃ ここでも蔵訳は漢訳諸本とは相違する。先の箇所同様、漢訳諸本を引用し、現代語
訳を試みる。
 　　【讖】 「舎利弗心念：“仏本作何等而文殊師利言‘当念故恩’乎？”則問仏：“文殊
師利本有何功徳，而置怛薩阿竭？”」（舍利弗は心中思った「仏はかつて（前
世で）何をなして、文殊は『かつての恩を思い出すべきである』と言ったの
か？」そこで〔舍利弗は〕仏に尋ねた「文殊はかつて（前世で）どんな功徳
を持っていて、如来を許しているのですか」）
 　　【護】 「舎利弗心自念言：“軟首往古有何恩徳，於世尊所而言‘雖食，顧前法恩。’”
則白仏言：“軟首童真宿有何恩於大聖乎？而置如来雖当食者念前法恩”」（舍
利弗は心中で思って言った。「文殊はかつてどんな恩徳をなしたから、世尊
の前で『食べたとしても、かつての法恩を思い出しなさい』と言うのか」そ
して〔舍利弗は〕仏に言った「文殊は大聖に対して前世でどういった恩があ
ったのか？如来を許し、『食べるべきでも、かつての法恩を思い出しなさ
い』と言ったのか」）
 　　【天】 「爾時舎利子心生疑念：“施食長者従何所来？豈非妙吉祥菩薩所化而作仏
事？”」（そのとき、舍利弗は心の中で疑念を生じた「食事を施した家長はど
こからやってきたのか。どうして文殊菩薩に化作されたものが仏に仕える
ことをなしたものでないことがあろうか」）
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と考えた。そこで、世尊は長老舎利弗の考えをお知りになると、長老舎利弗に
対して次のようにおっしゃった。
 「舎利弗よ、如来は時機をご存知である
14
。すなわち、あなたにお説きにな
るので待ちなさい」
§4　下方世界へと堕ちる鉢
　そこで、世尊によってその鉢は大地の中へと放擲されると、放擲されて間も
なく、下方の仏国土それぞれにおいて、仏・世尊としておられ、とどまられ、
日を送りされている
15
ところの、彼ら正等覚者の眼前をその鉢は過ぎた。そして、
その鉢は下方の、ガンガーの川岸の砂ほどの仏国土
16
を超えて、アヴァバーサ
（遍照
17
）という世界において、如来・阿羅漢・正等覚者で、ラシュミラージャ
（光明王
18
）というものがおられるところの、その仏国土において、その鉢は持た
れることなく中空にとどまっていた。彼ら仏・世尊に対しても、各々の随侍す
るものたち（*paryupāsana）が、
 「世尊よ、この鉢はどこからやってきたのか」
 　　【放】 「座中諸菩薩悉聞，展転相問：“文殊師利前世有何等恩？施於仏而復欲得仏
飯？”」（会座の中の菩薩たちは皆聞いて、お互い尋ねあった。「文殊は〔世
尊に対して〕前世でいかなる恩があるのか？仏への施しであるのに、仏の
飯を得ることを欲しているのか？」）
 　 【讖】と【護】では舍利弗の心中の言葉と釈尊への問いかけが別々の形になっており、
後続の釈尊の発言も舎利弗の質問を受けたものとなっている。これは両者の系統が近
いことを反映したものと推察できる。【放】については全く異なるものとなっている。
₁₄ 蔵訳にみられる「時機を知る」という文言は、諸漢訳の中で【天】のみ「若来若去
仏自知時」とするのが対応するが、他の漢訳には対応する文言は見られない。
₁₅ ｂｚʰｕɡｓ　ｐａ　’ｔｓʰｏ　ｂａ　ɡｚʰｅｓ　ｐａ’ｉ: *tiṣṭhati dhriyate yāpayati（おられ、とどまり、日
を送りされている）（MVy ₆₃₁₉‒₆₃₂₁）
₁₆ ɡａｎɡ　ɡＡ’ｉ　ｋˡｕｎɡ　ɡｉ　ｂｙｅ　ⅿａ　ｓｎｙｅｄ: *gaṅgānadīvālukāsama（LCTSD ₃₃₉）蔵訳では
訳出したとおり、単に「ガンガーの川岸の砂ほど（恒河沙）」とするが、【護】「七十二
恒河沙」のように、【放】をのぞく諸漢訳では「七十二」という数字が見える。
₁₇ ｓｎａｎɡ　ｂａ　ｄａｎɡ　ˡｄａｎ　ｐａ: *Avabhāsa. 【讖】「漚呵沙（漚呵沙者天竺語漢言名曰明開
闢）」【護】「炤燿」【天】「光明」【放】「波陀沙」
₁₈ ① ’ｏｄ　ｚｅｒ　ɡｙｉ　ｒɡｙａˡ　ｐｏ: *Raśmirāja. 【讖】「荼毘羅耶（漢曰光明王）」【護】「光明
王」【天】「光明王」【放】「頼毘羅耶」
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と尋ねると、彼ら仏・世尊もまた、
 「上方にあるサハ （ー娑婆）という世界より、世尊・如来・阿羅漢・正等覚
者であるシャーキャムニ（釈迦牟尼）の御前よりやって来た。すなわち、
〔退転しそうな〕他の菩薩たちを教化するために放擲されたものである」
と言った
19
。
§5　舎利弗が三昧に入り、鉢を探す
20
　そこで、〔釈迦牟尼〕世尊は長老舎利弗におっしゃった。
 「舎利弗よ、その鉢を〔地中より〕取り出しなさい。いずこかにとどまる
それをも探しなさい」
　そこで、長老舎利弗は万の三昧に入って、自らの智慧の力と仏の威神力によ
って、万の仏国土をも探しても
21
、その鉢の在
あ り か
処、あるいは場所も分からず、彼
は再び世尊の前に座った。座ってから〔舎利弗は〕世尊に次のように申し述べ
た。
 「世尊よ、私にはその鉢の在処、あるいは場所も分かりません」
§6　目犍連が三昧に入り、鉢を探す
　そこで、世尊は長老大目犍連に次のようにおっしゃった。
 「目犍連よ、あなたはその鉢を探しなさい」
　そこで、長老大目犍連は万の三昧に入って、仏の威神力と自らの神通力によ
 　 ② *Raśmirāja という名称は『如来不可思議秘密説示経』（*Ｔａｔʰāɡａｔāｃｉｎｔｙａɡｕʰｙａ︲
ｎｉｒｄｅśａ, D No. ₄₇/ T. No. ₃₁₀(₃) / T. No. ₃₁₂）では西方世界での現在仏として登場す
る。ちなみに、同経では目犍連が仏の威神力の助けを借りてその仏国土に赴いている
（T. No. ₃₁₀ ₁₁．₅₆c₂₀ff; T. No. ₃₁₂ ₁₁．₇₂₁c₁₆ff）。また、『不思議功徳諸仏所護念経』
（T. No. ₄₄₅）でも下方世界の一つとして「明開闢世界、頼毘羅耶如来」（T. ₁₄．₃₆₃a₂₅‒
₂₆）という記述が見られる。
₁₉ 他本とは異なり、【天】では、他仏国土における菩薩たちと仏たちの問答が本節の前
半に見られる。
₂₀ 【放】では本節の舎利弗と目犍連の順序が入れ替わっていて、先に目犍連が登場し、
次に舎利弗が登場する。
₂₁ 蔵訳では、【護】をのぞく漢訳諸本同様、三昧の数、仏国土の数とも「万」とする。
一方、【護】では、仏国土の数を「万」とし、三昧の方は言及されていない。
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って、下方の万の仏国土に赴いても
22
、その鉢の在処あるいは場所も分からずに、
彼は再び世尊の前に座った。座ってから〔大目犍連は〕世尊に次のように申し
述べた。
 「世尊よ、私にはその鉢の在処、あるいは場所も分かりません」
§7　須菩提が三昧に入り、鉢を探す
　そこで、世尊は長老須菩提
23
に〔次のように〕おっしゃった。
 「須菩提よ、あなたはその鉢を探しなさい」
　そこで、長老須菩提は一万二千の三昧に入って、仏の威神力と自らの神通力
によって、下方の一万二千の仏国土
24
に赴いても、その鉢〔の在処、あるいは場
所も〕分からずに、彼は再び世尊の前に座った。座ってから〔須菩提は〕世尊
に次のように申し述べた。
 「世尊よ、私にはその鉢の在処、あるいは場所も分かりません」
　同様に五百の大声聞たちもそれぞれの神通力（*ṛddhibāla）と天眼（*devacakṣu）
によって、その鉢を探しても見つけられなかった
25
。
§8　須菩提による弥勒への要請と弥勒による提案
　そこで、長老須菩提
26
は弥勒菩薩に次のように言った。
₂₂ 蔵訳では三昧、仏国土の数ともに「万」とするが、いずれの漢訳でも三昧、仏国土
ともに「八千」となっている。
₂₃ 【放】ではこの節では「須菩提」ではなく「摩訶迦葉」となっている。この背景に関
しては２つの可能性が考えられる。１つ目の可能性としては、【放】が伝承する過程で、
元来は〈阿闍世王経〉同様、「須菩提」であったものが「摩訶迦葉」に入れ替わった、
という可能性である。もう１つの可能性は、〈阿闍世王経〉では、第Ⅸ章において、文
殊が王舎城に出掛けていく場面で、摩訶迦葉は初めて登場するという設定になってい
ることと関連している可能性である。すなわち、本経に取り込まれる以前の、【放】と
共有する素材・典籍の段階では、この箇所では「摩訶迦葉」であったものが、本経の
上記のような第Ⅸ章での設定に合わせるために、ここではあえて「須菩提」に変更さ
れた可能性が考えられる。ちなみに【放】では「須菩提」は一度も登場しない。
₂₄ この箇所の三昧と仏国土の数「一万二千」については蔵訳、漢訳諸本とも一致する。
₂₅ 本節末尾の「五百の大声聞」に関する記述は【放】では確認できない。
₂₆ 【放】でのみ「須菩提」ではなく、「舎利弗」が弥勒菩薩に話しかけるかたちをとる。
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 「弥勒よ、あなたは、無上正等覚にいたるまで一生涯のあいだ隔たったも
の（一生補處、*ekajātipratibaddha）として
27
、世尊によって授記されているな
らば、その鉢はどこにとどまり、どのようにあるのかを探ってください」
とそのように〔須菩提が〕言うと、菩薩・大士である弥勒は長老須菩提に次の
ように言った。
 「大徳須菩提よ、私は無上正等覚にいたるまで一生涯のあいだ隔たったも
のとして、如来によって授記されているけれども、私はそれらの三昧の名
も分からない。すなわち、文殊師利法王子はそれらの三昧に入りもし、
〔それらの三昧から〕立ち上がりもする。また、大徳須菩提よ、私がさと
りを得るとき、文殊師利法王子と同じような菩薩・大士たちは
28
、『如来が
どのように歩みを踏み出し、どのように〔歩みを〕下ろすことをなさるの
か』と考えて、〔弥勒仏が〕一歩を踏み出しつつ下ろすことも知らない時や
場合もあるでしょう
29
。それゆえ、大徳須菩提よ、文殊師利にこそお願いし
なさい。そうすれば、彼（＝文殊）はその鉢を探し出して〔地中より〕取り
出すことができる」
§9　釈尊による文殊への要請
　そこで、世尊に対して上座須菩提
30
は次のように申し述べた。
 「世尊よ、文殊師利法王子に何としてもその鉢を探し出し、世尊の御前に
差し出すように命じるように申し上げる」
　そこで、世尊は文殊師利法王子におっしゃった。
₂₇ 【護】ではこのあとに「仁慈恩広，智慧弘達衆所不及，独歩三界而無有侶」と続き、
他本にはみられないような弥勒の徳目が列挙される。
₂₈ 【讖】では「如恒辺沙等悉為文殊師利」（ガンガーの川岸の砂ほどの〔人もしくは菩
薩〕がすべて文殊となり）と造り、【護】では「仏、菩薩衆数如江河沙悉為軟首之所開
道」（ガンガーの川岸の砂ほどの仏と菩薩はすべて文殊によって道を開かれたもので
あり）とする。【讖】と【護】では「ガンガーの川岸の砂ほどの」という語句のみが共
通するが、後続する部分は両訳で対応しない。
₂₉ 弥勒が未来に仏になった時のことを述べる記述は、蔵訳と【讖】【護】には確認でき
るが、【天】および【放】には確認できない。【放】では「譬如十方恒辺沙仏刹満中万
物草木及爾所」という文言が見える。
₃₀ 前節同様、ここでも【放】でのみ「須菩提」にかわって「舎利弗」が発言する。
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 「文殊師利よ、その鉢を探しなさい。その鉢がどこにとどまり、どのよう
にとどまるのかも把握しなさい
31
」
　そこで、文殊師利法王子は次のように考えた。すなわち、
 「私は座よりも立たずに、この会座から姿を見せなくすることもないよう
に、その鉢を〔地中より〕取り出す」
と考えた。
§10　文殊の右手の行方とその奇蹟
　そこで、文殊師利法王子は「遍くいきわたる
32
」という三昧に入って、下方の
大地に右手を伸ばした
33
。そこで、文殊師利法王子のその手は、仏・世尊が現前
するところのそれぞれの仏国土において、その手は彼ら仏・世尊に敬礼しつつ
進むと、その手から〔それぞれの〕世尊に対して、
 「世尊よ、如来・阿羅漢・正等覚者である釈迦牟尼は『御病気はなさって
いないでしょうか。弱ってはおられないでしょうか。直立されてもおられ
₃₁ 【護】では、世尊が文殊に鉢を探してくるように要請する文言はみられず、代わりに
「軟首奉命」という文言がみえる。すなわち、【護】では須菩提の世尊に対するお願い
を聞いてすぐに文殊の心中語が出てくる。
₃₂ ｋｕｎ　ɡｙｉ　ｒʲｅｓ　ｓｕ　ｓｏｎɡ　ｂａ: *Samantānugata【護】では「軟首三昧名曰普超」（文殊の
三昧は名付けて「普超」という）とする。【讖】【天】【放】では三昧の固有名は言及さ
れず、【讖】と【放】ではその特徴が描かれる。すなわち、【讖】では「即時三昧爲無
所不遍入」と造り、【放】では「譬如日出光明無所不照，菩薩入三昧者，十方無所不
至」とする。また、上記の固有名詞に類する三昧名は『般若経』や *Ｄｒｕⅿａｋｉｎｎａｒａ︲
ｒā ʲａ ｐａｒｉｐṛｃｃʰā にも確認できる。拙著［₂₀₁₂：₁₇］参照。
₃₃ この箇所と同じく、「文殊が右手を伸ばす」という記述は、下記のように、
ɢａṇḍａｖｙūʰａ で文殊が二度目に登場する場面で見られ、なんらかの関連性を窺わせる。
     atha khalu Mañjuśrīḥ kumārabhūto daśottarād yojanaśatāt pāṇiṃ prasārya 
sumanāmukhanagarasthitasyaiva Sudhanasya śreṣṭhidārakasya mūrdhni 
pratiṣṭhāpya evam āha... (Gv ₄₁₉．₄‒₆)
     「すると、文殊師利法王子は千ヨージャナ向こうから（右）手を伸ばして、まさ
に、スマヌーカ都城にいるスダナ長者子の頭において、次のように言った」（梶
山・丹治訳［₁₉₉₄：₄₁₁］参照。上記翻訳では「（右）手」となっている箇所は
漢訳対応部分では「右手」と明示する）
 　ただし、ɢａṇḍａｖｙūʰａ では文殊は三昧には入ってはいない点は本経とは異なる。
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ますか。いつも通りですか。力をお持ちですか。安楽を感じておられます
か』とおっしゃっております
34
」
という音声が発せられた。
　そこで、手の毛穴（*romakūpa）すべてから幾百千コーティの光明があらわれ
て、すべての光明から幾百千ものパドマの花があらわれつつ、そのすべてのパ
ドマの中心には、如来のお身
か ら だ
体が
35
座っておられるのが見える
36
。それらの如来の
お身体すべてもまた世尊・如来である釈迦牟尼への讃歎を説く
37
。その〔文殊師
利法王子の〕手がそれぞれの仏国土に赴き、それらすべての仏国土も六種に振
₃₄ ｓｎｙｕｎɡ　ｂａ　ⅿａ　ⅿｃʰｉｓ　ｓａⅿ/　’ｏ　ⅿａ　ｂｒɡｙａˡ　ｔａⅿ/　ｂｚʰｅｎɡｓ　ｐａ　ｙａｎɡ　ｎɡａⅿ/　ｓｏ　ｂｚʰｉｎ　
ｎａⅿ/　ⅿｔʰｕ　ⅿｎɡａ’　’ａⅿ/　ｂｄｅ　ｂａ　ˡａ　ｒｅɡ　ｐａｒ　ɡｎａｓ　ｓａⅿ　ｚʰｅｓ　ɡｓｕｎɡ　ｎɡｏ　ｚʰｅｓ　ｚｅｒ　ｂａ’ｉ　
ｓɡｒａ　ｐʰｙｕｎɡ　ｎɡｏ//
 　この箇所は難解で、訳出し難かったので、いくつかの仏典で共有される、以下に引
用するような、定型的な仏・如来への挨拶文を参照して訳出したものの、試みに「い
つも通りですか」と訳出してみた ｓｏ　ｂｚʰｉｎ　ｎａⅿ のように不明瞭な箇所も残る。
   paripṛchaty alpābādhatāṃ alpātaṇkatāṃ laghūtthānatāṃ yātrāṃ balaṃ 
sukhasaṃspariśavihatāṃ（SP ₄₂₉．₂‒₃）
   「無病息災でおられるか、生活や体力はどうか、安楽にお暮らしかどうか尋ねてお
られます」（松濤他訳［₂₀₀₁：₂₁₅］）
   bhagavato ’lpābādhatāṃ ca paripṛcchaty alpātaṅkatāṃ ca laghūtthānatāṃ ca 
yātrāṃ ca balaṃ ca sukhaṃ cānavadyatāṃ ca sparśavihāratāṃ (VkN Ch. IX 
§₄)
   「世尊に病がないかをお尋ねしております。ご不快なく、起き伏しは軽快で、お出
かけにもなり、お力がおありで、安楽で、お障りなく、快適にお過ごしでしょうか」
（高橋・西野訳［₂₀₁₁：₁₇₀］）
 　ちなみに、本経の漢訳諸本の対応箇所を以下に掲げるが、【讖】および【放】では上
掲のような挨拶の文言を欠く。
 　【護】「興処軽利、力勢如常、遊居安耶？」【天】「少病、少悩、起居軽利、安楽行
不？」
₃₅ 蔵訳では「如来のお身体」とするが、【讖】では「菩薩」、【放】では「一菩薩坐皆如
文殊」とし、「菩薩」になっている。その他の漢訳では蔵訳同様、「如来」とする。
₃₆ 【放】ではこれ以降の神変に関する描写はみられない。
₃₇ この箇所のように、光明とともに蓮華があらわれ、それら蓮華の中に化仏があらわ
れるという記述は、既に梶山［₁₉₉₅］でも論じられているように、『根本説一切有部
律』や Ｄｉｖｙāｖａｄāｎａ などの部派文献、および〈大品系般若〉や〈華厳経〉などの大乗
経典とも共有される記述である。
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 　まず、部派典籍でサンスクリット本が現存する Ｄｉｖｙāｖａｄāｎａ での用例を掲げる。
   Nandopanandābhyāṃ nāgarājābhyāṃ bhagavata upanāmitaṃ nirmitaṃ 
sahasrapatraṃ śakaṭacakramātraṃ sarvasauvarṇaṃ ratnadaṇḍaṃ padmam/ 
bhagavāṃś ca padmakarṇikāyāṃ niṣaṇṇaḥ paryaṅkam ābhujya ṛjuṃ kāyaṃ 
praṇidhāya pratimukhaṃ smṛtim upasthāpya padmasyopari padmaṃ nirmitam / 
tatrāpi Bhagavān paryaṅkaniṣaṇṇaḥ/ evam agrataḥ pṛṣṭhataḥ pārśvataḥ/ evaṃ 
Bhagavatā Buddhapiṇḍī nirmitā yāvad Akaniṣṭhabhavanam upādāya Buddhā 
Bhagavanto parṣannirmitam / (Divy ₁₆₂．₉‒₁₇)
   「龍王ナンダとウパナンダとは、葉が千もあり、車輪ほどの大きさで、すべて黄金
〔造り〕であり、また宝石の茎を持つ蓮を作って世尊に献上した。すると世尊は、蓮
の台に坐って結跏趺坐し、背筋をピンと伸ばして念を面前に定めると、蓮の上に蓮
を化作された。そこでも世尊は結跏趺坐して坐られた。同じように、前にも後ろに
も〔両〕脇にも。このようにして世尊は、仏の集団を化作し、終には色究竟天に至
るまで、諸仏・世尊の衆会を化作されたのである」（平岡［₂₀₀₇：上 ₂₈₄］）
 これとほぼ同様の表現が『根本説一切有部毘奈耶雑事』（T. No. ₁₄₅₁ ₂₄．₃₃₂b₁₀‒c₁₄）
にも確認できる。
 　次に、大乗経典での用例として Ｐａñｃａｖｉṃśａｔｉｓāʰａｓｒｉｋā　Ｐｒａʲñāｐāｒａⅿｉｔā の冒頭に
みられるものを掲げる。
   atha khalu bhagavāṃs tasyāṃ velāyāṃ jihvendriyaṃ nirṇāmayāmāsa/ yenemaṃ 
tr isāhasramahāsāhasraṃ lokadhātuṃ jihvendriyeṇācchādayāmāsa/ 
trisāhasramahāsāhasraṃ lokadhātuṃ jihvendriyeṇa sphuritvā tasmāj jihvendriyāt 
smitam akarot/ yato ’nekāni raśmikoṭīniyutaśatasahasrāṇi niśceruḥ/ raśmimukhe 
caikaikasminn uttamaratnamayāni suvarṇanirbhāsāni sahasrapatrāṇi padmāny 
utpannāny abhūvan/ teṣu ca padmeṣu buddhavigrahā niṣaṇṇāḥ saṃsthitāś 
cābhūvan dharmaṃ deśayanto yad uta imām eva ṣaṭpāramitāpratisaṃyuktāṃ 
dharmadeśanām/ te pūrvasyāṃ diśi gaṅgānadībālukopamavyativṛttāsaṃkhyeṣu 
lokadhātuṣu gatvā sattvānāṃ dharmaṃ deśayanti sma/ evaṃ dakṣiṇasyāṃ 
paścimāyām uttarasyām adhastād ūrdhvaṃ digvidikṣu/ ekaikasyāṃ ca diśi 
daśasu dikṣu gaṅgānadībālukopameṣu aparimāṇeṣu lokadhātuṣu gatvā sattvānāṃ 
dharmaṃ deśayanti sma/ yad uta imām eva ca ṣaṭpāramitāpratisaṃyuktāṃ 
dharmadeśanām/ ye ca sattvās tāṃ dharmadeśanāṃ śṛṇvanti te niyatā bhavanty 
anuttarāyāṃ samyaksaṃbodhau/(PvP ₇．₁₂‒₈．₄; T. No. ₂₂₁ ₈．₁b₂₁‒₂₈; T. No. ₂₂₂ 
₈．₁₄₇c₅‒₁₀; T. No. ₂₂₃ ₈．₂₁₇b₂₈‒c₅; T. No. ₂₂₀ ₇．₂a₇‒₁₅, ₇．₄₂₈a₁₂‒₂₀)
   「かくてその時点で世尊は舌根を拡大した（出広長舌相）。その舌根によってこの三
千大千世界を覆った。三千大千世界を舌根によって覆って、舌根を挙げて微笑した。
その舌根から無数の百千コーティーの光明が放たれた。その一つ一つの光の表
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   面に無上の宝からでき、金色の輝きをもち、千葉（千の花弁）のある諸蓮華が生じ
ていた。それらの蓮華には仏の分身（化仏）たちが坐って、法を説いていた。すな
わち、この六波羅蜜と関係のある説法をしていた。かれら「諸化仏」は、東の方角
にあるガンガー河の砂の数をも越えた無数の世界にまで行って、衆生たちに法を説
いた。このように、南・西・北・上下の方角においても同様であった。さらに十方
の一々の方角にあるガンガー河の砂の数ほどの、無量の世界にも行って、衆生たち
に法を説いた。すなわち、この六波羅蜜と関係ある説法をした。その説法を聴く衆
生たちは無上正等覚に決定したものになった」（梶山［₁₉₉₅：₂₅₈‒₂₅₉］）
 　また、Otake［₂₀₀₇］でも指摘されているように、『華厳経』にも類似する神変が説
かれる。
  　 『六十華厳』「賢首菩薩品第八」「若身光明無有量　光明荘厳難思議　若光荘厳難思
議　則出無量宝蓮華　若出無量宝蓮華　一一華坐無量仏　普現十方無量刹　教化度
脱一切衆　若能度脱一切衆　則得無量自在力　若得無量自在力　則能厳浄諸仏刹」
（T. No. ₂₇₈ ₉．₄₃₄a₁₅‒₂₀）
 さらに、梶山［₁₉₉₅］などの先行研究では指摘されていない、いくつかの大乗経典に
も類似した表現が確認できる。ここでは〈阿闍世王経〉とも関連が考えられる、DKP
§₅F での用例を掲げる。
   ｄｅ　ｎａｓ　ⅿｉ　’ａⅿ　ｃｉ’ｉ　ｒɡｙａˡ　ｐｏ　ˡʲｏｎ　ｐａｓ　ｂｙｉｎ　ɡｙｉ　ｒˡａｂｓ　ʲｉ　ˡｔａ　ｂｕｓ　ⅿｅ　ｔｏɡ　ｄｅ　ｄａɡ　ˡａɡ　
ｐａ　ɡ︲ｙａｓ　ｐａｓ　ｂˡａｎɡｓ　ｔｅ/　ⅿｅ　ｔｏɡ　ɡｃｉɡ　ｋｙａｎɡ　ｓａ　ˡａ　ⅿｉ　ˡｔｕｎɡ　ｂａ　ｄｅ　ˡｔａ　ｂｕ’ｉ　ｂｙｉｎ　ɡｙｉ　
ｒˡａｂｓ　ｋｙｉｓ　ｂｙｉｎ　ɡｙｉｓ　ｂｒˡａｂｓ　ｎａｓ/　ⅿｅ　ｔｏɡ　ｂˡａｎɡｓ　ｐａ　ｄｅ　ｄａɡ　ｂｃｏⅿ　ˡｄａｎ　’ｄａｓ　ˡａ　ⅿｎɡｏｎ　
ｐａｒ　ɡｔｏｒ　ｔｏ//　ｄｅ　ｎａｓ　ⅿｅ　ｔｏɡ　ｄｅ　ｄａɡ　ɡｔｏｒ　ⅿａ　ｔʰａɡ　ｔｕ　ｓａｎɡｓ　ｒɡｙａｓ　ｋｙｉ　ⅿｔʰｕｓ　ｓｋａｄ　
ｃｉɡ　ｄｅ　ˡａ　ｓｔｏｎɡ　ɡｉ　 ’ʲｉɡ　ｒｔｅｎ　ɡｙｉ　ｋʰａⅿｓ　ⅿｅ　ｔｏɡ　ｒｉｎ　ｐｏ　ｃʰｅ’ｉ　ɡｄｕɡｓ　ɡｃｉɡ　ɡｉｓ　ｋʰｅｂｓ　
ｐａｒ　ɡｙｕｒ　ｔｏ//　ⅿｅ　ｔｏɡ　ｒｉｎ　ｐｏ　ｃʰｅ’ｉ　ɡｄｕɡｓ　ｄｅ　ˡａｓ　ⅿｕ　ｔｉɡ　ɡｉ　ｒɡｙａｎ　 ’ｐʰｒｅｎɡ　ｂｙｅ　ｂａ　
ｋʰｒａɡ　ｋʰｒｉɡ　ｂｒɡｙａ　ｓｔｏｎɡ　ｐʰｒａɡ　ｒａｂ　ｔｕ　’ｐʰｙａｎɡ　ｎɡｏ//　ⅿｕ　ｔｉɡ　ɡｉ　ｒɡｙａｎ　’ｐʰｒｅｎɡ　ɡｉ　
ⅿｕ　ｔｉɡ　ɡｉ　 ‘ｂｒｕ　ｄｅ　ｔʰａⅿｓ　ｃａｄ　ˡａｓ　ｋｙａｎɡ　 ’ｏｄ　ｚｅｒ　ｂｙｅ　ｂａ　ｋʰｒａɡ　ｋʰｒｉɡ　ｂｒɡｙａ　ｓｔｏｎɡ　
ｐʰｒａɡ　ｄｕ　ⅿａ　ｂｙｕｎɡ　ｎɡｏ//　ｏｄ　ｚｅｒ　ｔʰａⅿｓ　ｃａｄ　ｋｙｉ　ｒｔｚｅ　ⅿｏ　ˡａｓ　ｋｙａｎɡ　ｐａｄ　ⅿａ　ｓｎａ　
ｔｓｏɡｓ　ｂˡｔａ　ｎａ　ｓｄｕɡ　ｐａ/　ｋʰａ　ｄｏɡ　ｄａɡ　ｄａｎɡ　ˡｄａｎ　ｐａ/　ｄｒｉ　ｄａｎɡ　ˡｄａｎ　ｐａ/　ｙｉｄ　ｄｕ　’ｏｎɡ　
ｂａ　ｄａɡ　ｂｙｕｎɡ　ｂａｒ　ɡｙｕｒ　ｔｏ//　ｐａｄ　ⅿａ　ｔʰａⅿｓ　ｃａｄ　ˡａ　ｙａｎɡ　ｂｃｏⅿ　ˡｄａｎ　’ｄａｓ　ｓ ’ʰａｋｙａ　
ｔʰｕｂ　ｐａ’ｉ　ｓｋｕ　ｃｉ　’ｄｒａ　ｂａ　ｄｅ　’ｄｒａ　ｂａ’ｉ　ｄｅ　ｂｚʰｉｎ　ɡｓʰｅɡｓ　ｐａ’ｉ　ｓｋｕ　ｓｋｙｉˡ　ⅿｏ　ｋｒｕｎɡ　ｂｃａｓ　
ｓʰｉｎɡ　ｂｚʰｕɡｓ　ｐａｒ　ｋｕｎ　ｔｕ　ｓｎａｎɡ　ｎɡｏ//　ｓａｎɡｓ　ｒɡｙａｓ　ｂｃｏⅿ　ˡｄａｎ　’ｄａｓ　ｄｅ　ｄａɡ　ｔʰａⅿｓ　
ｃａｄ　ｋｙｉｓ　ｋｙａｎɡ　ⅿｉ　’ａⅿ　ｃｉ’ｉ　ｒɡｙａˡ　ｐｏ　ˡʲｏｎ　ｐａ　ˡａ　ˡｅɡｓ　ｓｏ　ｚʰｅｓ　ｂｙａ　ｂａ　ｂｙｉｎ　ｔｅ/
 　　 ｓｋｙｅｓ　ｂｕ　ｄａⅿ　ｐａ　ｋʰｙｏｄ　ｋｙｉｓ　ｓｅⅿｓ　ｃａｎ　ⅿａｎɡ　ｐｏ　ｙｏｎɡｓ　ｓｕ　ｓⅿｉｎ　ｐａｒ　ｂｙａｓ　ｓｏ//
   「そこで大樹緊那羅王は祝福するかのようなそれらの華を右肩で受けた。すると一
つの華も地には落ちずに、そのように非常に祝福すると、それらの受け取られた花
は世尊に対して投げかけられた。そこでそれらの花が投げかけられて間も無く、仏
の力によって一瞬の間に虚空界は宝の花からなる傘一つによって覆われた。宝の
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動した（*ṣaḍvikāram prakampitam abhūt）。それらすべての仏国土は大光明によ
っても満たされた
38
。それらすべての仏国土は傘蓋（*chattra）と幢（*dvaja）、旗
（*patāka）によっても荘厳された。
§11　光明王仏の仏国土への到達する文殊の右手
　そこで、文殊師利法王子の右手は、七十二のガンガーの川岸の砂ほどのすべ
て仏国土を超えると、それらすべての仏・世尊の足に敬礼しつつ、「ご病気は
少なくおられるでしょうか」という声を発しながら、彼の世尊・如来である光
明王の仏国土たる、遍照世界に入ると、彼の世尊・如来である光明王の足に敬
礼して、世尊に対し、
 「世尊よ、如来・阿羅漢・正等覚者である釈迦牟尼は、『御病気はなさっ
ていないでしょうか。弱ってはおられませんか。直立されてもおられます
か。いつも通りですか。力をお持ちですか。安楽を感じておられますか』
とおっしゃっております
39
」
という音声が発せられた。その手からまた幾百千もの光明が現れた。幾百千も
   花からなる傘からは百千無量コーティの真珠の首飾りがぶら下がる。真珠の首飾り
の真珠の珠すべてからも百千無量コーティの大量の光明が発せられた。すべての光
明の頂からも心地よい種々のパドマがあり、優れた見た目をそなえ、香りをそなえ、
心地よいものを発するものであった。すべてのパドマにおいても世尊・釈迦牟尼の
身体とまさに同じような如来の身体が結跏趺坐しているの見えた。それら全ての
仏・世尊らによっても大樹緊那羅王に対して「よきかな」と言って、
 　　　　 「善男子よ、あなたによって多くの衆生が熟せしめられた」
 他には『方等般泥洹経』（T. No. ₃₇₈ ₁₂．₉₂₃a₆‒₂₆）や『賢劫経』（T. No. ₄₂₅ ₁₄．₁₀a₂₇‒
b₇）等にも類似する記述が確認できる。
 　既に梶山［₁₉₉₅］で指摘されているように、上記のような記述は部派典籍、大乗経
典に共通する記述である。ただし、梶山［₁₉₉₅］によれば、〈大品系般若〉の後続箇所
や本経の後続部分、他の大乗経典で共有される、仏から発せられた光明を受けた衆生
たちが何らかの功徳を得るという記述や他仏国土の菩薩たちが娑婆世界を見ることを
願い、それに他仏国土の仏が応じるというような記述は大乗特有のものとされる。
₃₈ 【讖】および【放】においては、この箇所に「光明が仏国土を満たした」という記述
に相当するものは確認できない。
₃₉ 前々節にみられた各仏国土での挨拶の文言と同じだが、具体的にその内容を説いて
いるのは蔵訳のみであり、漢訳諸本では挨拶の言葉は省略されている。注₃₄参照。
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のパドマの花が現れた。すなわち、それらの光明は彼ら如来の光明とも混ざら
なかった
40
。
₄₀ 本節末尾にみられる、文殊の手から発せられる光明に関する記述は【護】と【放】
ではすべて欠けている。一方、【讖】では前節冒頭とほぼ同様の記述が再度あらわれ、
「パドマの中に菩薩がいる」という点まで描かれる。
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